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海洋細菌の生産する
グリコサミノグリカンの機能開発

　細胞工学の立場から海洋から分離されたシュードモナスに属する細菌（ＷＡＫ―１株）の生産するヒ

アルロン酸に類似した構造を持つ菌体外多糖、グリコサミノグリカンの機能開発を研究テーマの基礎に

置いています。マウス培養細胞でメラニン生成に関与する遺伝子の発現を遺伝子工学的手法で調べ、こ

の多糖のメラニン生成の阻害作用を解明、これをベースに免疫賦活化機能をもつ糖質（多糖とオリゴ糖）

の作用機構、カビ細胞壁構成多糖分解酵素の細菌由来遺伝子の解析と研究領域を広げています。

　これらの研究成果として結実したのが「海洋細菌の生産するグリコサミノグリカンの機能開発」なの

です。前述のメラニン生成阻害作用は、香川大学発のベンチャー企業（有）シーバイオン（高松市）が

この多糖「ウミノグリガン」（商標登録）の美白・美肌機能に着目し商品化しています。さらにこの多糖

に免疫機能の増強効果があることを突き止め（２００３年）、多糖が免疫細胞のマクロファージを活性化

させるほか、ガン細胞などを壊すナチュラルキラーＴ細胞というリンパ球の働きを促進させることを確

認、これらの基礎研究を踏まえ、香川県の糖質バイオクラスター形成事業として２００６年から２００

９年３月末まで免疫機能分析を担当する香川大学農学部、応用試験を行う民間などの研究グループが組

織され取り組まれています。
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瀬戸内海のワカメより分離した は海水培養で
粘質物を作った。

ワカメ 海洋細菌 静置培養 粘質物 アルコール精製

凍結乾燥

グリコサミノグリカン多糖

WAK-1株の電子顕微鏡写真

P seu d om o n as sp . W A K -1
ウミノグリカンの化学構造
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【利用が見込まれる分野】 化学工業、化粧品製造、医薬品製造、食料品製造、漁業
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